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こ
の
写
真
は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
長

崎
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
の

中
の
少
年
は
何
を
し
て
い
る
の
か
？

Q



長
崎
の
原
爆
少
年

〔
解
説
〕

こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
は
、
米
海
兵

隊
の
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
、
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ

ネ
ル
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
九
月
、
佐
世
保
に
上
陸
し

た
彼
は
、
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
記
録

写
真
を
撮
る
一
方
、
私
用
カ
メ
ラ
で
広
島
、

長
崎
の
原
爆
の
惨
状
を
撮
影
し
た
。

彼
は
後
年
、
こ
の
少
年
を
撮
影
し
た
時

の
よ
う
す
を
著
書
の
中
で
こ
う
回
想
し
て

い
る
。

Joseph Roger O‘Donnell (1922-2007)



長
崎
の
原
爆
少
年

「
焼
き
場
に
一
〇
歳
く
ら
い
の
少
年
が

や
っ
て
き
た
。
小
さ
な
体
は
や
せ
細
り
、

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
服
を
着
て
は
だ
し
だ
っ
た
。

少
年
の
背
中
に
は
二
歳
に
も
な
ら
な
い
幼

い
男
の
子
が
く
く
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
」

ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
『
ト
ラ
ン
ク
の
中
の
日
本
』

(
小
学
館
、
一
九
九
五
年)



長
崎
の
原
爆
少
年

「
少
年
は
焼
き
場
の
ふ
ち
ま
で
進
む
と
そ

こ
で
立
ち
止
ま
る
。
係
員
は
背
中
の
幼
児

を
下
ろ
し
、
足
元
の
燃
え
さ
か
る
火
の
上

に
乗
せ
た
。…

…
少
年
は
気
を
付
け
の
姿

勢
で
、
じ
っ
と
前
を
見
つ
づ
け
た
。
一
度

も
焼
か
れ
る
弟
に
目
を
落
と
す
こ
と
は
な

い
。
軍
人
も
顔
負
け
の
見
事
な
直
立
不
動

の
姿
勢
で
彼
は
弟
を
見
送
っ
た
」

ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
『
ト
ラ
ン
ク
の
中
の
日
本
』

(

小
学
館
、
一
九
九
五
年)



教皇フランシスコ

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
は
、
二
〇
一
八
年
末
、
教
会
関
係
者
に

こ
の
少
年
の
写
真
を
カ
ー
ド
に
し
て
配
布

し
た
。

教
皇
は
こ
の
写
真
に
「
戦
争
の
結
果
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
自
身
の
サ
イ
ン
を

添
え
た
。



本多勝一『中国の旅』(1972年)

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
は
、
日
本
だ

け
で
計
三
一
〇
万
人
も
の
兵
士
や
市
民
が

犠
牲
と
な
っ
た
。

一
方
、
一
九
三
一
年
か
ら
四
五
年
ま
で

十
四
年
余
り
続
い
た
日
中
戦
争
で
は
、
そ

の
数
を
遥
か
に
上
回
る
中
国
の
兵
士
や
市

民
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

一
九
七
一
年
、
朝
日
新
聞
社
の
本
多
勝

一
記
者
は
中
国
を
訪
ね
、
戦
場
と
な
っ
た

中
国
の
被
害
者
の
実
情
を
日
本
に
伝
え
た
。



南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

〔
解
説
〕

一
九
七
一
年
、
日
中
国
交
正
常
化
を
前

に
中
国
を
訪
れ
た
朝
日
新
聞
社
の
本
多
勝

一
記
者
は
、
日
中
戦
争
の
被
害
者
か
ら
多

く
の
証
言
を
集
め
た
。

そ
の
一
人
、
南
京
攻
略
戦
の
中
で
家
族

を
失
っ
た
姜
根
福
さ
ん
の
証
言
を
本
多
記

者
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

姜根福さん(2003年12月12日撮影)



南京攻略戦 1937年



中華西門前のクリークを渡る日本軍(１９３７年１２月１３日)

中華民国の首都

南京城



中華西門前のクリークを渡る日本軍(1937年12月13日)



下関

中華民国の首都

南京城

南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

姜
根
福
さ
ん
の
一
家
は
南
京
城
の
北
西

の
城
外
、
長
江
ぎ
わ
の
下
関
地
区
に
住
ん

で
い
た
。

貧
乏
な
一
家
は
家
に
住
む
こ
と
も
で
き

ず
、
サ
ン
パ
ン
を
住
居
と
す
る
水
上
生
活

者
だ
っ
た
。
父
母
と
七
人
兄
弟
の
九
人
家

族
。
当
時
、
九
歳
の
姜
さ
ん
を
長
男
に
、

三
人
の
弟
と
三
人
の
姉
が
い
た
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
三
八
頁)



下関

中華民国の首都

南京城

南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

姜
さ
ん
の
父
は
、
南
京
周
辺
を
離
れ
て

し
ば
ら
く
農
村
に
避
難
し
よ
う
と
考
え
、

下
関
の
川
岸
を
離
れ
た
。

一
家
八
人
と
わ
ず
か
な
家
財
を
の
せ
た

サ
ン
パ
ン
は
あ
ま
り
に
も
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ

た
た
め
、
ほ
ん
の
二
～
三
キ
ロ
南
へ
進
ん

だ
あ
た
り
で
浸
水
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な

く
な
っ
た
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
三
八
～
九
頁)



南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

サ
ン
パ
ン
を
使
え
な
く
な
っ
た
一
家
は
、

こ
こ
で
仕
方
な
く
土
手
に
上
が
っ
た
。

末
子
の
弟
は
、
ま
だ
一
歳
余
り
の
赤
ん

坊
だ
っ
た
。
空
腹
の
あ
ま
り
、
母
乳
を
求

め
て
大
声
で
泣
い
た
。
運
悪
く
一
〇
人
ほ

ど
の
日
本
兵
の
隊
列
が
土
手
の
道
を
通
り

か
か
っ
た
。
赤
ん
坊
を
抱
い
た
母
を
見
つ

け
る
と
、
ひ
き
ず
り
出
し
て
そ
の
場
で
強

姦
し
よ
う
と
し
た
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
三
九
～
四
〇
頁)



南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

母
は
末
子
を
抱
き
し
め
て
抵
抗
し
た
。

怒
っ
た
日
本
兵
は
、
赤
ん
坊
を
母
親
の
手

か
ら
む
し
り
と
る
と
、
そ
の
面
前
で
地
面

に
力
い
っ
ぱ
い
た
た
き
つ
け
た
。
末
子
は

声
も
出
ず
に
即
死
し
た
。
半
狂
乱
に
な
っ

た
母
親
が
、
わ
が
子
を
地
面
か
ら
抱
き
上

げ
よ
う
と
腰
を
か
が
め
た
瞬
間
、
日
本
兵

は
母
を
う
し
ろ
か
ら
撃
っ
た
。
鮮
血
を
ほ

と
ば
し
ら
せ
て
、
母
は
死
ん
だ
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
四
〇
頁)



南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

父
親
と
姉
二
人
は
息
を
殺
し
て
か
く
れ

て
い
た
が
、
日
本
兵
の
姿
が
み
え
な
く
な

る
と
走
り
寄
っ
て
き
た
。

血
だ
ま
り
の
中
に
倒
れ
て
い
る
母
と
赤

ん
坊
。
ひ
ざ
ま
ず
い
て
母
の
死
体
を
抱
き

あ
げ
る
と
、
父
は
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
。

恐
怖
の
あ
ま
り
身
動
き
も
で
き
な
か
っ
た

姜
少
年
た
ち
も
、
こ
の
と
き
初
め
て
、
せ

き
を
切
っ
た
よ
う
に
泣
き
だ
し
た
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
四
〇
頁)



南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

母
が
殺
さ
れ
て
か
ら
二
～
三
日
後
、
ま

た
土
手
の
上
を
通
り
か
か
っ
た
日
本
軍
の

一
隊
が
、
こ
ん
ど
は
父
の
か
く
れ
て
い
る

場
所
に
気
付
い
た
。
強
引
に
ひ
っ
ぱ
り
だ

し
た
日
本
兵
の
一
人
は
、
自
分
の
背
嚢
を

父
に
か
つ
が
せ
て
連
行
し
た
。

こ
れ
が
父
の
姿
の
最
後
だ
っ
た
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
四
〇
頁)



南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

二
日
後
、
や
は
り
通
り
か
か
っ
た
日
本

兵
の
一
団
が
、
子
供
た
ち
に
気
付
い
た
。

ア
シ
の
中
へ
お
り
て
来
た
。
一
三
歳
の
姉

が
強
姦
の
対
象
に
選
ば
れ
た
。
ア
シ
の
中

の
細
い
畔
道
を
、
少
女
は
必
死
で
逃
げ
た

が
、
「
鬼
子
」
た
ち
の
銃
剣
に
か
こ
ま
れ

て
苦
も
な
く
つ
か
ま
っ
た
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
四
〇
頁)



南
京
事
件
で
家
族
を
奪
わ
れ
た
少
年

父
母
を
奪
わ
れ
て
い
た
少
女
は
、
憎
し

み
の
塊
り
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
兵
に
な

ぐ
り
か
か
っ
た
。
一
団
の
リ
ー
ダ
ー
ら
し

い
男
が
、
軍
刀
を
抜
い
た
。
ぶ
っ
た
切
っ

た
。
ア
シ
の
枯
れ
葉
ご
し
に
、
倒
れ
る
姉

の
姿
が
見
え
た
。

「
鬼
子
」
が
去
る
と
、
姜
さ
ん
ら
四
人

は
倒
れ
た
姉
の
と
こ
ろ
へ
走
っ
て
い
っ
た
。

頭
の
ほ
ぼ
中
央
が
、
ま
っ
ぷ
た
つ
に
割
れ

て
い
た
。

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
四
〇
頁)



一
九
三
七
年
の
満
州
事
変(

九･

一
八

事
件)

か
ら
終
戦
ま
で
の
十
四
年
に
及
ん

だ
日
中
戦
争
は
、
戦
場
と
な
っ
た
中
国

の
人
々
の
心
に
大
き
な
傷
を
残
し
た
。

戦
後
の
東
西
冷
戦
の
中
、
日
本
と
の

早
期
講
和
を
求
め
た
中
国
政
府
は
、

「
二
分
論
」
に
よ
っ
て
国
民
の
理
解
を

求
め
、
七
二
年
の
国
交
正
常
化
を
実
現

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
二
分
論
」
に

対
す
る
日
中
双
方
の
認
識
の
違
い
が
、

や
が
て
両
国
民
の
間
に
新
た
な
対
立
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
講
義
で
は
、
こ
の
「
二
分

論
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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第一章 分断国家



第
二
次
世
界
大
戦
後
の
東
西
対
立
の
中

で
、
世
界
に
は
四
つ
の
分
断
国
家
が
生
ま

れ
た
。
そ
の
四
つ
の
分
断
国
家
と
は
？

Q



東
西
対
立
の
中
で
生
ま
れ
た
分
断
国
家

〔
解
説
〕

分
断
国
家
と
は
、

①
東
ド
イ
ツ
と
西
ド
イ
ツ

②
北
ベ
ト
ナ
ム
と
南
ベ
ト
ナ
ム

③
北
朝
鮮
と
韓
国

④
中
国
と
台
湾

こ
の
中
、
南
北
ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
七
五

年
、
東
西
ド
イ
ツ
は
九
〇
年
に
統
一
し
た

が
、
日
本
の
旧
植
民
地
で
あ
っ
た
二
つ
の

国
家
は
い
ま
も
分
断
状
態
に
あ
る
。



近
代
以
降
の
日
中
関
係

〔
解
説
〕

明
治
維
新
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
近
代
化

を
実
現
し
た
日
本
は
、
朝
鮮
半
島
へ
の
影

響
力
を
拡
大
す
る
た
め
、
一
八
九
四
年
、

朝
鮮
の
宗
主
国
で
あ
っ
た
清
と
の
間
で
戦

争
を
起
こ
し
た
。(

日
清
戦
争)

こ
の
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
は
、
最
初

の
植
民
地
と
な
っ
た
台
湾
を
獲
得
し
た
。
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近
代
以
降
の
日
中
関
係

〔
解
説
〕

一
九
〇
五
年
、
日
露
戦
争
の
勝
利
に

よ
っ
て
朝
鮮
半
島
へ
の
ロ
シ
ア
の
影
響
力

も
排
除
し
た
日
本
は
、
一
九
一
〇
年
、
朝

鮮
半
島
を
植
民
地
化
す
る
。
さ
ら
に
一
九

三
一
年
、
満
州(

中
国
東
北
部)

へ
の
勢
力

拡
大
を
図
る
日
本
軍
の
現
地
部
隊
が
起
こ

し
た
謀
略
事
件(

満
州
事
件)
に
よ
っ
て
、

日
中
間
に
十
四
年
余
り
に
及
ぶ
戦
争
が
起

こ
っ
た
。(

日
中
戦
争)
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近
代
以
降
の
日
中
関
係

〔
解
説
〕

日
本
が
終
戦
を
迎
え
た
後
も
、
中
国
の

戦
争
が
終
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
終
戦

か
ら
わ
ず
か
一
年
後
の
一
九
四
六
年
、
中

国
共
産
党
と
中
国
国
民
党
と
の
間
で
三
年

に
お
よ
ぶ
内
戦
が
勃
発
し
た
。(

国
共
内

戦)

一
九
四
九
年
、
内
戦
に
勝
利
し
た
共
産

党
は
中
華
人
民
共
和
国
を
建
国
し
、
敗
れ

た
国
民
党
は
台
湾
に
亡
命
政
府
を
建
て
た
。
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一
九
五
二
年
、
日
本
は
中
国
と
の
講
和

の
た
め
、
日
華
平
和
条
約
を
結
ぶ
。
こ
の

と
き
条
約
の
締
結
国
と
な
っ
た
の
は
、
ど

ち
ら
の
政
府
か
？

①
中
華
人
民
共
和
国(
北
京)

②
中
華
民
国(

台
湾)Q



「日中は歴史にどう向き合えばいいのか」(ＮＨＫ 2006年)より



近
代
以
降
の
日
中
関
係

〔
解
説
〕

一
九
五
〇
年
六
月
、
北
朝
鮮
の
侵
攻
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
は
、
十
一
月

に
中
国
が
参
戦
し
た
こ
と
で
、
西
側(

資

本
主
義
陣
営)

の
米
国
と
、
東
側(

社
会
主

義
陣
営)

の
中
国
と
の
米
中
戦
争
に
発
展

し
た
。
東
側
勢
力
の
ア
ジ
ア
で
の
拡
大
を

恐
れ
た
米
国
は
、
台
湾
の
国
民
政
府
に
日

本
と
の
早
期
講
和
を
求
め
、
五
二
年
、
日

華
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

朝鮮戦争
1950-53
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戦
後
の
東
西
対
立
の
中
で
、
ア
ジ
ア
に

は
三
つ
の
分
断
国
家
が
生
ま
れ
た
が
、
こ

の
中
、
東
側
（
社
会
主
義
陣
営
）
に
属
し

た
の
は
ど
の
三
つ
の
国
か
？

Q

①
中
華
人
民
共
和
国

②
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

③
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国



第二章 二分論



中
国
の
対
日
政
策
の
基
本
方
針
＝
二
分
論

〔
解
説
〕

一
九
四
九
年
、
国
共
内
戦
に
勝
利
し
、

中
華
人
民
共
和
国
を
建
国
し
た
中
国
共
産

党
に
と
っ
て
、
残
さ
れ
た
最
大
の
課
題
は

中
国
国
民
党
が
亡
命
政
府
を
置
く
台
湾
の

「
解
放
」
で
あ
っ
た
。

朝
鮮
戦
争
の
最
中
、
台
湾
と
の
間
で
日

華
平
和
条
約
を
結
ん
だ
日
本
と
の
国
交
を

樹
立
す
る
た
め
、
中
国
共
産
党
は
対
日
政

策
の
基
本
方
針
を
定
め
、
戦
争
で
被
害
を

受
け
た
国
民
へ
の
説
得
工
作
を
始
め
た
。

朝鮮戦争
1950-53



中
国
共
産
党
が
日
本
と
の
国
交
正
常
化

を
実
現
す
る
た
め
に
定
め
た
対
日
政
策
の

基
本
原
則
と
は
？

①
日
本
の
戦
争
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

被
害
を
受
け
た
国
民
へ
の
賠
償
を
請

求
す
る

②
戦
争
責
任
は
ご
く
少
数
の
軍
国
主
義

者
に
あ
り
、
多
く
の
日
本
国
民
は
そ

の
犠
牲
者
と
考
え
賠
償
を
放
棄
す
る

Q



ＮＨＫ「日中は歴史にどう向き合えばいいのか」(2006年)



第三章 日中国交正常化交渉



一
九
七
一
年
に
起
こ
っ
た
あ
る
出
来
事

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本
は
中
華
人
民

共
和
国(
北
京
政
府)

と
の
国
交
正
常
化
を

急
ぐ
。
そ
の
出
来
事
と
は
？

①
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
訪
中(

米
中
接
近)

②
中
華
人
民
共
和
国
が
台
湾
政
府
に
代

わ
っ
て
国
連
に
加
盟Q



中
ソ
対
立
と
米
中
接
近

〔
解
説
〕

一
九
五
六
年
、
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

書
記
長
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
契
機

と
し
て
始
ま
っ
た
中
ソ
対
立
は
、
六
〇
年

の
経
済
技
術
援
助
協
定
の
破
棄
、
六
九
年

の
珍
宝
島
で
の
中
ソ
国
境
を
め
ぐ
る
武
力

衝
突
へ
の
発
展
す
る
。

ソ
連
と
の
対
立
を
深
め
る
中
国
に
対
し
、

米
国
は
七
一
年
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
補
佐

官
を
派
遣
し
、
七
二
年
に
は
ニ
ク
ソ
ン
大

統
領
が
訪
中
し
て
米
中
接
近
が
始
ま
っ
た
。
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ＮＨＫ「日中は歴史にどう向き合えばいいのか」(2006年)



田
中
角
栄
（
一
九
一
八
～
九
三
）

〔
解
説
〕

一
九
一
八
年(

大
正
七
年)

、
新
潟
県
に

生
ま
れ
る
。

三
六
年
、
中
央
工
学
校
土
木
科
を
夜
学

で
卒
業
。

三
九
年
、
応
召
し
、
満
州
国
で
陸
軍
に

入
隊
。

四
一
年
、
病
気
に
よ
り
帰
国
。

戦
後
、
政
界
に
入
り
、
七
二
年
、
自
民

党
総
裁
選
に
当
選
、
五
四
歳
で
第
六
四
代

内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
。



日
中
国
交
正
常
化
の
大
前
提

「
（
私
も
）
満
ソ
国
境
へ
一
兵
隊
と
し
て

行
っ
て
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

‥
‥

日
中
国
交
正
常
化
の
第
一
番
目
に
、

た
い
へ
ん
御
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
、
心
か

ら
お
わ
び
を
し
ま
す
と
い
う
気
持
ち
、
や

は
り
こ
れ
が
大
前
提
に
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
気
持
ち
は
、
い
ま
も
将
来
も
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」

衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
質
問
に
答
え
て

『
第
六
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
四
分
科
会

議
事
録
第
四
号
』
（
一
九
七
二
年
三
月
二
三
日
）



田
中
角
栄
は
、
一
九
七
二
年
九
月
二
五

日
、
国
交
正
常
化
交
渉
の
た
め
、
中
国
を

訪
問
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
晩
餐
会
の
ス

ピ
ー
チ
で
の
一
言
が
、
中
国
側
の
思
わ
ぬ

反
発
を
招
く
。
そ
の
一
言
と
は
次
の
中
の

ど
れ
？

Q



「
過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
日
中
関
係

は
遺
憾
な
が
ら
不
幸
な
経
過
を
辿
っ
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
我
が
国
が
中
国
国

民
に
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
私
は
改
め
て
深
い
反
省
の
念

を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」

田
中
角
栄
首
相
、
歓
迎
晩
餐
会
で
の
ス
ピ
ー
チ

（
一
九
七
二
年
九
月
二
五
日
）

Q



ＮＨＫ「日中は歴史にどう向き合えばいいのか」(2006年)



な
ぜ
田
中
首
相
の
「
迷
惑
」
と
い
う
言

葉
は
、
中
国
側
の
反
発
を
招
い
た
の
か
？

Q



ＮＨＫ「日中は歴史にどう向き合えばいいのか」(2006年)



あ
な
た
は
外
務
省
の
中
国
課
長
で

あ
っ
た
橋
本
恕
氏
の
意
見
に
つ
い
て

ど
う
思
い
ま
す
か
？

橋本恕（ひろし、1926-2014）

Q



不
適
切
な
訳
が
惹
き
起
し
た
ト
ラ
ブ
ル

〔
解
説
〕

こ
の
問
題
は
日
本
語
の
「
迷
惑
」
と
い

う
原
文
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
外
務
省

が
通
訳
し
た
中
国
語
の
訳
文
に
あ
っ
た
。

日
本
語
原
文

「
中
国
国
民
に
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
」

中
国
語
訳
文

「
给
中
国
人
民
添
了
很
多
麻
烦
」

田
中
角
栄
首
相
、
歓
迎
晩
餐
会
で
の
ス
ピ
ー
チ

（
一
九
七
二
年
九
月
二
五
日
）

橋本恕（ひろし、1926-2014）



不
適
切
な
訳
が
惹
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル

「
忠
実
に
（
通
訳
）
す
る
の
が
我
々
の
役

目
で
、
む
し
ろ
日
本
語
に
な
い
謝
り
方
を

す
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
変
な
誤
訳‥

‥

け

れ
ど
常
識
的
に
考
え
て
、
こ
れ
が
こ
の
ま

ま
正
常
化
の
最
終
的
な
文
書
に
行
き
着
く

表
現
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
よ
ね
」

田
中
首
相
の
ス
ピ
ー
チ
を
通
訳
し
た
小
原
育
夫
氏
の
言
葉

服
部
龍
二
『
日
中
国
交
正
常
化
』

（
中
公
新
書
二
〇
一
一
年
一
四
三
頁
）

小原育夫



不
適
切
な
訳
が
惹
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル

「
日
本
語
の
『
迷
惑
』
を
用
い
る
こ
と
に

つ
い
て
橋
本
が
精
魂
を
傾
け
た
事
情
は
理

解
で
き
る
こ
と
だ
。
だ
が
こ
こ
で
問
わ
れ

て
い
る
の
は
、
日
本
語
の
原
文
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
た

か
な
の
だ‥

‥

」

矢
吹
晋
『
日
中
の
風
穴
未
来
に
向
か
う
日
中
関
係
』

（
勉
誠
出
版
二
〇
〇
四
年
五
四
頁
）

矢吹晋(1938-)



不
適
切
な
訳
が
惹
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル

「‥
‥

橋
本
が
も
し
日
本
語
原
文
の
推
敲

に
費
や
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
割
で
も
、

中
国
語
訳
文
の
推
敲
に
費
や
し
て
い
た
な

ら
ば
、
歴
史
的
誤
解
は
避
け
得
た
の
だ
。

こ
の
意
味
で
は
中
国
語
を
解
し
な
い
中
国

課
長
の
限
界
と
い
う
ほ
か
な
い
」

矢
吹
晋
『
日
中
の
風
穴
未
来
に
向
か
う
日
中
関
係
』

（
勉
誠
出
版
二
〇
〇
四
年
五
四
頁
）

橋本恕（ひろし、1926-2014）



あ
な
た
が
首
相
だ
っ
た
ら
、
こ
の
後
、

中
国
と
ど
の
よ
う
に
交
渉
を
進
め
ま
す

か
？

Q



不
適
切
な
訳
が
引
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル

「
ご
迷
惑
を
か
け
た
と
い
う
言
葉
は
、
そ

ん
な
軽
々
し
い
内
容
の
も
の
で
は
な
い
。

ご
迷
惑
を
か
け
た
と
い
う
日
本
語
の
意
味

は
、
あ
な
た
が
解
釈
し
て
い
る
よ
う
な
、

ご
め
ん
な
さ
い
と
い
う
程
度
の
も
の
で
は

な
い
。
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
誠
心
誠
意

を
込
め
て
、
申
し
訳
な
い
と
い
う
心
情
を

そ
の
ま
ま
表
現
し
た‥

‥

」

田
中
角
栄
「
日
中
の
課
題
は
『
信
義
』
と
両
国
民
の
『
自

由
な
往
来
』
だ―

い
ま
初
め
て
明
か
す
日
中
国
交
回
復
の

秘
話
」
（
宝
石
第
一
二
巻
第
一
一
号
、
一
九
八
四
年
）



不
適
切
な
訳
が
引
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル

「‥
‥

す
る
と
、
周
総
理
は
ウ
ー
ン
と
低

く
う
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
要
求

は
一
切
し
な
か
っ
た‥

‥

『
わ
か
り
ま
し

た
。
言
葉
尻
を
と
っ
て
あ
げ
つ
ら
う
の
は

や
め
に
し
ま
す
。
言
葉
尻
で
は
な
く
も
っ

と
重
要
な
問
題
が
あ
る
の
だ
か
ら‥

‥

』

と
話
を
切
り
替
え
て
き
た
。
」

田
中
角
栄
「
日
中
の
課
題
は
『
信
義
』
と
両
国
民
の
『
自

由
な
往
来
』
だ―

い
ま
初
め
て
明
か
す
日
中
国
交
回
復
の

秘
話
」
（
宝
石
第
一
二
巻
第
一
一
号
、
一
九
八
四
年
）



ＮＨＫ「日中は歴史にどう向き合えばいいのか」(2006年)より
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日
中
国
交
正
常
化
は
、
賠
償
請
求
権
を

放
棄
す
る
な
ど
、
日
本
側
に
大
き
く
譲
歩

し
た
も
の
だ
っ
た
。
中
国
側
は
戦
争
で
被

害
を
受
け
た
国
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
？

Q



ＮＨＫ「日中は歴史にどう向き合えばいいのか」(2006年)



「
二
分
論
」
に
よ
る
国
交
正
常
化

〔
解
説
〕

日
中
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
た
め
、

中
国
政
府
は
こ
の
「
二
分
論
」
に
よ
っ
て
、

戦
争
被
害
を
受
け
た
国
民
の
説
得
に
当

た
っ
た
。

前
述
の
姜
根
福
さ
ん
も
、
一
九
七
一
年
、

本
多
勝
一
記
者
の
取
材
に
答
え
て
こ
う
述

べ
て
い
る
。

姜根福さん(2003年12月12日撮影)



「
二
分
論
」
に
よ
る
国
交
正
常
化

「
中
国
で
犯
し
た
日
本
の
罪
悪
は
、
軍
国

主
義
の
罪
悪
で
あ
っ
て
、
日
本
人
民
の
罪

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
こ
う
し
て

過
去
の
体
験
を
あ
な
た
に
お
話
し
た
の
は
、

日
本
人
民
に
対
す
る
中
国
人
民
の
友
誼
の

あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
の
で
す
」

本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年

文
庫
版
、
一
九
八
一
年
、
二
六
二
頁)

姜根福さん(2003年12月12日撮影)



な
ぜ
中
国
の
国
語
教
科
書
に
は
魯
迅
の

「
藤
野
先
生
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の

か
？



中
国
は
戦
後
、
対
日
政
策
の
原
則
を

「
一
部
の
軍
国
主
義
者
と
大
多
数
の
国

民
」
と
を
分
け
る
「
二
分
論
」
と
定
め
た
。

こ
の
原
則
に
従
い
学
校
教
育
の
場
で
も
、

歴
史
教
育
で
は
日
本
の
軍
国
主
義
者
の
非

道
さ
を
伝
え
る
一
方
、
国
語
教
育
で
は

「
藤
野
先
生
」
を
通
じ
て
日
本
の
一
般
国

民
の
善
良
さ
を
伝
え
て
い
る
。



「
藤
野
先
生
」
は
、
日
本
国
民
の
善
良
さ
、

誠
実
さ
を
伝
え
る
作
品
と
し
て
、
い
ま
も

中
国
の
中
学
校
の
語
文(

国
語)

教
科
書
に

収
録
さ
れ
、
こ
の
作
品
を
通
じ
て
日
中
友

好
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。
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勝
一
『
中
国
の
旅
』(
朝
日
新
聞
社
、

一
九
七
二
年
、
文
庫
版
一
九
八
一
年)

•

時
事
通
信
政
治
部
編
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

日
中
復
交
』(

時
事
通
信
社
一
九
七
二

年)

•

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
周
恩
来
の
決
断
』(

日

本
放
送
出
版
協
会

一
九
九
三
年)

•

『
日
中
国
交
正
常
化
・
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結
交
渉
』(

岩
波
書
店
二
〇
〇
三

年)

•

服
部
龍
二
『
日
中
国
交
正
常
化―

田
中

角
栄
、
大
平
正
芳
、
官
僚
た
ち
の
挑

戦
』(

中
公
新
書
二
〇
一
一
年)


